
保健 

学習 

単元名「育ちゆく体とわたし」（保健領域） 

健康すくすくプロジェクト 
いのち いきいき・のびのび・ちからいっぱい 

第４学年 
 

本単元で目指す子供の姿        

思春期に伴う心身の変化や，よりよい発育・発達のための生活の仕方を理解し，自分の生活を見直し

ながら，学校・家庭での日々の健康づくりに意味を感じて取り組む子供 

１ 単元のデザイン 
（１）構想 

本単元の目標      

 

関心・意欲・態度 
体の発育・発達に関心をもち，進んで課題を見つけたり，調べたりできるように

する。 

思考・判断 
これからの自分の生活を予想しながら，生活習慣を整えることの大切さや，思春

期における体や心の変化について考えたり，判断したりできるようにする。 

知識・理解 
思春期に起こる体の変化や，体をよりよく発育・発達させるための生活について

理解し，知識を身に付けることができるようにする。 

 

単元の力         児童の力           
 本単元は，学習指導要領体育編「Ｇ 保
健」「（２）育ちゆく体とわたし」に関わる
内容である。 
 本単元では，年齢に伴って心身が変化す
ることや，よりよい発育・発達のための生
活の仕方を理解できるようにすることを
ねらいとしている。 
 第４学年は，体が大きく成長し，二次性
徴が発現する時期である。思春期に起こる
心の変化も現れ始める時期でもある。 
 そこで，自分の成長を振り返らせたり，
心身の発育・発達は年齢に伴って変化する
ことなどに気付かせたりする。自分の体や
心をよりよく発育・発達させるためにはど
うしたらよいかを考え，自分の生活習慣を
見直す気持ちと実践力を育むため本単元
を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本学級の児童は，年に数回実施する身体測定の時に，身長
の伸びに喜んだり体重の増加を気にしたりして一喜一憂す
る。このことから，自分の体の発育に対する関心が高いと考
える。また，成長を素直に喜ぶ半面，友だちの成長と比較す
ることで，現在の自分の体やこれから起こる体の変化につい
て不安を感じている児童もいる。しかし，二次性徴による体
の変化について家庭で話し合った児童は 20％と少ない。 
 生活習慣の面では，本校の長年の取組により，早寝早起き
をすることやバランスのとれた食事をすることが，毎日の健
康を維持するために大切であることはほとんどの児童が感じ
ている。しかし，日常生活において，あまり運動をしていな
い児童が 19％，嫌いな食べ物を残す児童が 10％，睡眠時間が
８時間以下の児童は 25％であった。 
これらのことから，今後の体の発育・発達と生活習慣を整

えることの関連性について十分理解できているとはいえな
い。自分の体の発育には関心がみられるが，思春期の心や体
の変化，よりよい発育のための生活の仕方については，十分
理解できていないと考えられる。 

私が放つ「健康教育３本の矢」        

 

 

・赤ちゃん時の洋服や靴を準備したり，自分の身長を実測したテープや小さいときのこと
に関する保護者のアンケート結果を提示したりすることで，自分の成長に関心をもた
せ，自分の生活を振り返り，大人になっていく驚きや喜びを感じさせる。  

 

 

・養護教諭の話を聴く場を設けたり，保護者にインタビューさせたりすることを通して，
自分の体をよりよく発育・発達させるために必要なものを考えさせる。 

・付せん紙を用いたグループワークを通して，よりよく発育・発達させるための生活に気
付くことができるようにする。 

 

 

・分類した結果から、調和のとれた食事，適切な運動，休養及び睡眠が必要であることを
理解し,自分の生活を見直すことができるようにする。 

・毎回学習したことをまとめて「健康すくすく巻物」を作り，二分の一成人式で発表する
ことで，これまでの感謝の気持ちと自分が成長できたことや学びを伝えさせる。 

実践
化

課題
意識



（２）単元の評価規準 

ア 健康・安全への 

関心・意欲・態度 

イ 健康・安全についての 

思考・判断 

ウ 健康・安全についての 

知識・理解 

体の発育・発達に関心をもち，
進んで課題を見付けたり，調べた
りし，友だちの発表を真剣に聞こ
うとしている。 

これからの自分の生活を予想
しながら，よりよい発育・発達を
目指して，解決の方法を考えた
り，判断したりしている。 

思春期に起こる体の変化や，体
をよりよく発育・発達させるため
の生活の仕方について理解し，知
識を身に付けている。 

（３）単元構想図（全 10 時間 内 保健学習４時間） 
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主な学習の流れ 
評価 

児童の意識の流れ 
5     10     15      20     25      30     35     40     45 

 

 
ア イ ウ 

１ 

１ 

 

 

    

   

・感謝の気持ちを伝えたい。 
・自分の成長を振り返って巻
物を作りたい。 

２ 

○赤ちゃんの頃
から今までの
発育に関心を
もつ。 

 
 
 

○出生時から四
年生までの「身
長のびのびグ
ラフ」を記入し
て，伸びの大き
い時は何があ
ったか考える。 

○身長の伸びか
ら今までの自
分の成長を見
つめながら，体
の成長に関す
る課題を見付
ける。 

○体の成長につ
いて共通点や
個人差がある
ことを理解す
る。 

 

 
 
〇 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

・10 年間でこんなに成長した
んだ。 

・１年間ではどれ位伸びてい
るか調べたいな。 

・成長は個人によって違うか
ら，これから大きくなりた
いな。 

 
 

３ 

○シルエットク
イズをして，思
春期の体つき
の変化に関心
をもつ。 

 

○シルエットク
イズをしたり，
気付きをワー
クシートに書
いたりするこ
とで体が変化
していること
を知る。 

○体の中の変化
を肯定的に捉
え，不安や悩み
を相談するこ
とで解決でき
ることを理解
する。 

○これからの心
と体の成長に
期待や展望を
もち，大人にな
った自分にメ
ッセージを書
く。 

  
 

 
〇 
 

・男子と女子の体つきと体の
中でも変化が始まっている
んだな。 

 

 

４ 

 

 
 

   

   

・巻物を作るためには，こう
やって情報を集めればいい
んだね。すてきな巻物にな
るように，しっかりインタ
ビューするぞ。 

 

５ 

 

○思春期に起こ
る体の内部の
変化に関心を
もつ。 

 

○体の秘密カー
ドをもとに，初
経・精通が起こ
ることを知る。 

○事例をもとに
異性への関心
が芽生えるこ
とを知る。 

○体や心の変化
には，個人差が
あることを説
明する。 

  〇 

・思春期には男子と女子の体
の中が大人の体に変化する
ことが分かった。 

・人によって違いがあるけど，
みんなにやってくるものな
んだ。 

６ 

    

   

・お家の人の考えと自分の考
えをまとめてみよう。 

７ 

 

 

〇自分たちの今
までの成長を
振り返る。 

 

〇元気に成長す
るために必要
なことを出し
合い，仲間分け
をする。 

〇調和のとれた
食事，適切な運
動,休養及び睡
眠などが成長
に必要である
と理解する。 

〇自分の生活を
変えようとす
る意欲をもつ。  

 
 
 

〇 

 
 
 
 
 

・見出し作りから「好き嫌い
なく食べる」「運動をする」
「しっかり寝る」ことが大
事だと分かった。 

・「健康宣言」を考えて元気に
成長するための生活を送ろ
う。 

８ 

    

   

・食事はいろいろな種類の食
品をバランスよく食べるこ
とが必要だと分かった。 

 

９ 

    

   

・バルバオの実を食べながら，
鳥たちはどんなことを考え
たのかな。 

・「食」と生命はつながりがあ
るんだ。 

 

10 

    

   

・成長の記録をまとめてお家
の人にプレゼントしよう。 

・元気に成長するために，僕
らの考えた「はなまるおや
つ」を全校に紹介したい。 

 

つかむ さぐる 交流する 

分の歯に関心をもち，歯科検診を受ける。 

 

 

道徳の時間「バルバオの木」３－（１） 

・生命あるものを大切にする心情を育て，「食」と生命のつながりにつ

いて話し合う。 

 

。 

決定する 

総合的な学習の時間「10年間の成長」 

・体をよりよく発育・発達させるために必要なことを家族や教師にイン

タビューする。 

 

課題
意識

 

学活「カルシウムパワーを知ってコツコツ貯金にチャレンジ！」 

・カルシウムの働きを知り，自分の食事を見直す。 

本
時 

国語「報告しますみんなの生活」 

・情報収集の仕方や表現の方法を学ぶ。 

総合的な学習の時間「10年間の成長」 

・二分の一成人式に「はなまるおやつ」をおうちの人と会食する。「健

康すくすく巻物」を手渡し，感謝の言葉を伝える。 

 

総合的な学習の時間「10年間の成長」 

・10年間の感謝を込めて成長の様子を巻物にして家族の人におくるとい

う目標をもつ。 

 

心
も
体
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
「
健
康
す
く
す
く
巻
物
」
を
作
ろ
う
。 
 



２ 本時のデザイン（７時間／10 時間） 
（１）本時の目標 

体をよりよく発育・発達させるための食事，運動，休養及び睡眠のあり

方から，自分の生活を見直す方法を考えたり，判断したりすることができ

るようにする。【思考・判断】 

 

（２）学習の展開 
 

展開 学習活動と予想される児童の姿 教師の手立て 
配慮を要する児童へ

の手立て（◎） 
評価（◇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 赤ちゃんの頃の服や靴，帽子か

ら自分たちの成長を振り返る。 

・全然入らない。こんなに大きく 

なったんだ。 

・「のびのびグラフ」を見てみる

ともっとよくわかるよ。 

 

 

 

２ 個人の考えを付せん紙に書く。 

・お家の人のアンケートとぼく 

の考えを合わせると「好き嫌

いなく食べる」が必要だと思

う。 

・外でしっかり遊ぶ。 

・睡眠をよくとる。 

３ 班で付せん紙を仲間分けする。 

 食事 朝ごはん，給食を完食 

 運動 ランニング，外遊び 

 睡眠 10時に寝る，長く寝る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・赤ちゃんの頃の服を見せて成長を

振り返ることで，自分の成長に気

付かせる。       ［Ｔ１］ 

・「のびのびグラフ」を掲示して，  

 自分の成長を確認させる。［Ｔ１］ 

 

  

 

 

・テーマに向けて考えついたものを

できるだけたくさん書かせる。 

・仲間分けしやすいように，一つの

付せんに一つの内容を書くよう

にさせる。      ［Ｔ１］ 

 

 

・同じような意見をまとめて仲間分

けし，見出しを付けさせることを

通して，体をよりよく発達させる

ための手がかりとなるようにす

る。          ［Ｔ１］ 

・児童が書いたカードを黒板に提示

し，三つに分けた健康メッセージ

に書き込ませることで，仲間分け

をした児童の意見を基に体をよ

りよく発育・発達させるには，「調

和のとれた食事」「適切な運動」

「休養及び睡眠」が必要であるこ

とをおさえる。     ［Ｔ１］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 元気に成長していくためにど

んな生活をしたらよいか，「睡眠」

を例に説明を聞き，「睡眠」以外

の「食事」「運動」の大切さに気

付く。 

  睡眠の大切さ 

 ・疲れをとる。（８時間以上寝る） 

 ・成長ホルモンが出て体を育てる 

 ・睡眠不足だと太りやすい。 

・「休養及び睡眠」について，養護

教諭が説明することで，専門的な

知識を獲得させ，実践意欲を高め

られるようにする。   ［Ｔ２］ 

・「食事」「運動」について，ふだん

の生活を思い出し，食事の大切さ

や運動の大切さに気付かせる。 

[Ｔ１] 

◎食事は栄養の

バランス，運

動はランニン

グ・パワーア

ップ，休養は

すっきりタイ

ムなど具体的

な例をあげて

気付かせる。 

基礎力 

対応力 

人間力 

 

さ
ぐ
る 

 

交
流
す
る 

元気に成長していくためにはどんな生活をしたらよいか考えよう。 

 

つ
か
む 



 

 

５ 自分の生活を振り返り，今日か

ら取り組むことを考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

６ 次時の見通しをもつ。 

 ・帰ってお家の人に「健康すくす

く宣言」を伝えて，実践するぞ。 

 

 

 

・班で書いた見出しを基に，今日か

らの取組を発表させることを通

して実践化へつなげる。 

［Ｔ１，Ｔ２］ 

・「健康すくすく宣言」をすること 

で，よりよい発育・発達させるた

めの生活の仕方への意欲を高め

る。          ［Ｔ１］ 

・おおむね満足できていると考えて

いる児童には，できていることを

続けるためにどうするか考えさ

せる。         ［Ｔ１］ 

 

 

 

 

 

 

 

・児童が考えた「健康すくすく宣言」

を肯定的に評価することで，実践

意欲へとつなげるようにする。 

         ［Ｔ１］ 

 

◇体をよりよく

発育・発達さ

せ る た め の

「調和のとれ

た食事」「適切

な運動「休養

及び睡眠」か

ら，自分の生

活を見直す方

法 を 考 え た

り，判断した

りしている。

【ワークシー

ト】 

 

 
 
（３）板書計画 

健康すくすくプロジェクト 

 「育ちゆくからだとわたし」 

めあて              

 

           班の分類 

 

 

                

             

 

 

 

  

 

 

  

 

 

食事 

運動 休養・睡眠 

のびのびグラフ 

１班 

元気に成長していくためにはどんな生活をしたらよいか考えよう。 

 

２班 

３班 

４班 ・給食 

５班 

６班 

・朝ごはん 

・ランニング 

・10時にねる 

 

・外遊び 

元気な体 

 

 
・長くねる 

 

おおむね満足できる振り返り 

・きらいな野菜も残さずに食べ

るようにする。 

・ぼくは，８時間以上寝て成長 

ホルモンをしっかり出して元

気に成長していきたい。 

・休憩時間は外遊びをしっかり

する。 

 

決
定
す
る 


